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有機合成研 ４号 

 

一般財団法人 有機合成化学研究所  

研究助成に関する規程 

 

 

第１章 通則 

 

（目的） 

第１条 この規程は、この法人の定款第４条第３号及び同第４０条に掲げる研究に対

する助成について、必要な事項を定める。 

 

（助成の対象）  

第２条 この研究助成は、原則として京都府下の大学の有機合成化学分野の先端的研

究を対象とする。 

 

 （助成研究の募集） 

第３条 助成研究は、この法人のホームページ等により公募する。応募者は、この法

人が規定する申請書を指定された期間内に提出しなければならない。 

 

 （助成の決定） 

第４条 助成研究は、この規定の第２章に定める選考委員会で審議選定し、理事会の

同意を経て理事長が決定をする。 

 

 （助成金の交付） 

第５条 助成金は、その交付を受ける者の所属する大学が指定する口座へ入金し、大

学の領収書をもって受領が行われたものとする。 

  

（実績の報告） 

第６条 助成金の交付を受けた者は、指定された期間内に、指定された方法で、その

実績について理事長に報告しなければならない。 

 

 

第２章 選考委員会及び選考委員 

 

（選考委員会） 

第７条 定款第４１条の定めに基づき、選考委員会（以下「委員会」という。）を設

置する。 

 

（選考委員会の任務） 

第８条 委員会は、助成金交付の対象となる研究及び候補者の審査選定を行う。 
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（選考委員） 

第９条 委員会の選考委員（以下、「委員」という。）は、定款第４２条の定めに基づ

き、学識経験者のうちから、理事会で選出し、理事長が委嘱する。 

２ 委員の数は、３名以上５名以内とする。 

３ 委員のうちには、この法人の役員が委員の数の３分の１を超えて含まれてはなら

ない。 

４ 委員の委嘱期間は、2 年とする。ただし、再委嘱を妨げない。 

５ 委員は、任期満了後においても、後任者が決定するまでは、その職務を行わなけ

ればならない。 

 

（委員長） 

第１０条 委員会には、委員長 1 名を置く。委員長は、理事長が委員会の同意に基づ

き、これを委嘱する。 

２ 委員長は会務を統括し、委員会の議長を務める。 

３ 委員長が委員会を招集するときは、各委員に対して前もって、議題、日時、場所

その他必要事項を通知しなければならない。 

 

（決議） 

第１１条 委員会は、委員の過半数をもって成立し、その過半数をもって決議する。 

２ 委員長は、委員会の招集を行わずに、書面をもって委員の意見を求めることによ

り、会議の開催に代えることができる。この場合、委員長はその結果について、各

委員に報告しなければならない。 

 

（選考基準） 

第１２条 助成の対象及び候補者の選考は、定款第 3 条（目的）及び第４０条（助成

事業の対象）に合致するものでなければならない。すなわち、原則として京都府下

の大学の有機合成化学分野の先端的研究を対象とし、当該分野の学術、科学技術及

び教育の振興に寄与しうることを選考の基準とする。 

 

（委員の義務等） 

第１３条 選考は、公明正大に行われなければならない。 

 （1）委員は、審査対象となる研究の上で、当該候補者と直接的な利害関係にある

など、公明正大な選考を損ない得る客観情勢にある場合には、その審査を辞退

しなければならない。 

（2）委員は、選考の過程及び内容並びに選考の過程で知りえた秘密について、他

に漏らしてはならない。 

 

（謝金及び費用） 

第１４条 委員には、選考の職務に対する対価として、理事会で別に定める「謝金規

定」に記載の金額を限度とする謝金及び職務の遂行に要した実費を支払うことがで

きる。 
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（報告） 

第１５条 委員長は、選考の経過及び結果を、理事長が要請する一定の期間内に、文

書をもって理事長に報告するとともに、理事会の要請があるときは、理事会に出席

して選考理由等を説明しなければならない。 

 

（改廃） 

第１６条 この規程の改廃は、理事会の決議をもって行う。 

 

 

附則 

 この規程は、一般財団法人有機合成化学研究所の設立登記のあった日（平成２５年

４月１日）から施行する。 


